
　総
合
学
科
と
し
て
の
先
進
的
な
取
り

組
み
で
注
目
を
集
め
て
き
た
大
分
県
立

日
田
三
隈
高
校
。
し
か
し
近
年
は
、
生

徒
数
の
減
少
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

た
。
そ
こ
で
同
校
の
教
師
は
学
校
を
活

性
化
さ
せ
る
た
め
、
長
年
同
校
が
生
徒

に
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
き
た
資

質
・
能
力
を
見
直
し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
再
構
築
す
る
こ
と
を
決
意
。
若
手
、

ベ
テ
ラ
ン
と
い
っ
た
壁
を
越
え
て
、
教

師
た
ち
は
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
、
生
徒
の
多
様
な
興
味
・
関
心
に

応
え
る
授
業
や
課
外
講
座
を
新
た
に
開

始
。「
自
ら
の
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン
す

る
」
と
い
う
同
校
の
総
合
学
科
と
し
て

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
具
現
化
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
果
敢
に
展
開
し
て
い
る
。

＃
総
合
学
科

＃
資
質
・
能
力

育成を目指す資質・能力を再定義し、
生き方をデザインするための教育を追究

大分県立日
ひ

田
た

三
み

隈
く ま

高校

設
立
　
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年

形
態
　
全
日
制
／
総
合
学
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
60
人
（
１
年
生
）

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

４
年
制
大
は
、
国
際
医
療
福
祉
大
、
久
留
米
大
、

筑
紫
女
学
園
大
、
中
村
学
園
大
、
福
岡
女
学
院
大
、

福
岡
大
、
長
崎
外
国
語
大
な
ど
に
15
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
44
人
。
就
職
30
人
。

No.299

総合学科、３０年の進化
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図１

PAS System

」
を
構
築
。
ま
た
、
同
校

の
教
育
の
最
終
課
題
と
し
て
、
30
歳
の
時

点
で
高
校
で
の
学
び
や
高
校
卒
業
後
の
人

生
を
振
り
返
る
「
30
歳
の
レ
ポ
ー
ト
」
の

作
成
・
提
出
を
卒
業
生
全
員
に
呼
び
か
け

る
な
ど
、
自
身
の
生
き
方
を
考
え
る
た
め

の
先
進
的
な
教
育
活
動
で
注
目
を
集
め
て

き
た
。
し
か
し
、
か
つ
て
教
頭
と
し
て
同

校
に
勤
務
し
、
24
年
度
に
４
年
ぶ
り
に
校

長
と
し
て
赴
任
し
た
徳
光
省
吾
校
長
は
、

同
校
の
様
々
な
変
化
と
課
題
を
感
じ
た
。

　
１
９
９
６
年
度
に
大
分
県
で
初
め
て
総

合
学
科
を
開
設
し
た
大
分
県
立
日
田
三
隈

高
校
。
２
０
０
３
年
度
に
は
、「
調
べ
る
力
」

「
ま
と
め
る
力
」「
発
表
す
る
力
」「
聞
く
力
」

の
「
４
つ
の
力
」
を
土
台
に
多
様
な
資
質・

能
力
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
「M

ikum
a 

　「
生
徒
数
は
減
少
し
、
入
学
定
員
充
足

率
も 

70
・５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

特
別
活
動
や
部
活
動
が
停
滞
す
る
な
ど
、

学
校
の
活
力
の
低
下
を
感
じ
ま
し
た
」

　
放
課
後
に
な
り
、
早
々
に
生
徒
が
帰
宅

し
て
人
け
が
な
く
な
っ
た
校
内
で
徳
光
校

長
は
、
在
校
生
に
と
っ
て
も
地
域
の
中
学

生
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
学
校
を
つ
く
ろ

う
と
固
く
決
意
し
た
。

　
徳
光
校
長
は
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
も
の
に
再

定
義
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、
ま
ず
、

「M
ikum

a PAS System

」
の
再
構
築
に

着
手
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
、
同
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

な
ど
を
牽
引
し
て
き
た
指
導
教
諭
の
小
野

由
紀
子
先
生
に
委
ね
た
。

　
小
野
先
生
は
、
24
年
度
２
学
期
に
す

べ
て
の
教
師
が
参
加
し
、
育
て
た
い
生
徒

像
に
つ
い
て
語
り
合
う
「
三
隈
の
未
来
会

議
」を
開
催
し
た
。
管
理
職
や
ミ
ド
ル
リ
ー

「シン Mikuma PAS System」の概要

Peer 助け上手だし、助けられ上手　Action 失敗しても大丈夫　
Self 自由を乗りこなせる

【育成を目指す 9 つの力】
伝える力・思いやる力・聴く力（Peer）

提案する力・考動する力・挑戦する力（Action）
計画する力・選択する力・創造する力（Self）　　

1 年次
PAS 
First

■産業社会と人間
上級学校の訪問や地域でのフィールドワークを通して、自
分や社会を知り、自分と社会との接点について考える。 

【育成を重視する力】思いやる力、聴く力、選択する力

2 年次
PAS

Second

■総合的な探究の時間
インターンシップや興味のある職業に就いている社会
人へのインタビュー、ライフプランの作成などの機会を
生かして、1 年次に身につけた知識や経験を実践する。 

【育成を重視する力】考動する力、挑戦する力、計画する力

3 年次
PAS
Third

■総合的な探究の時間
希望する進路や興味・関心に応じて設定したテーマに沿っ
て、ゼミ単位で調査・研究・発表に取り組み、「卒業論文」
としてまとめる。

【育成を重視する力】伝える力、提案する力、創造する力

30 歳
PAS
Final

■30歳のレポート
自分の「これまで」と「これから」を見つめ、「人生を正解
にする」最終課題。高校時代の思い出、今の自分やこれか
らの自分、当時の先生へのメッセージや後輩の高校生に伝
えたいことなどを自由にまとめる。

「シン Mikuma PAS System」では、「産業社会と人間」と「総合的な探究
の時間」に連続性を保たせ、豊富なフィールドワークを通して、実践的
に自分の生き方を探究することを目指す。　※学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
数
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

学
校
の
活
力
が
低
下

育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
を

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
再
定
義

1

進
路
指
導
部

藤
竿
勇
輝 

ふ
じ
さ
お
・
ゆ
う
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

英
語
科
。

主
幹
教
諭

甲
斐
浩
一
郎 

か
い
・
こ
う
い
ち
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

商
業
科
。

指
導
教
諭

小
野
由
紀
子 

お
の
・
ゆ
き
こ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

家
庭
科
。

校
長徳光

省
吾 

と
く
み
つ
・
し
ょ
う
ご

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

総
合
学
科
主
任

熊
谷
芽
紅
美 

く
ま
が
え
・
め
ぐ
み

同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

家
庭
科
。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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図２

ダ
ー
が
新
し
い
ゴ
ー
ル
を
示
す
だ
け
で
は

一
人
ひ
と
り
の
教
師
の
心
に
深
く
刺
さ
る

も
の
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。

　「
本
校
が
総
合
学
科
を
開
設
し
た
約
30

年
前
、
私
も
同
僚
た
ち
と
総
合
学
科
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。
当
時
の

よ
う
に
『
三
隈
の
未
来
会
議
』
は
先
生
方

が
自
由
に
語
り
合
う
場
に
し
た
い
と
考
え

ま
し
た
」

　
続
け
て
小
野
先
生
は
、「
三
隈
の
未
来

会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
発
足
。毎
月
１
回
、

約
半
年
間
に
わ
た
る
話
し
合
い
を
通
じ

て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
の
再
定

義
を
目
指
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
若
手
を
中

心
に
、
学
年
主
任
や
主
幹
教
諭
な
ど
が
加

わ
り
、
さ
ら
に
、
多
様
性
を
重
ん
じ
る
徳

光
校
長
の
発
案
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
も
参
加
し
た
。

　
同
校
の
卒
業
生
で
あ
る
総
合
学
科
主
任

の
熊く

ま

谷が
え

芽め

紅ぐ

美み

先
生
は
当
初
、「
４
つ
の

力
」
の
再
定
義
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
同
校
は
、「
４

つ
の
力
を
含
む
10
の
力
」「
４
つ
の
力
＋

１
」
な
ど
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

を
様
々
設
定
し
て
き
た
が
、「
４
つ
の
力
」

は
常
に
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
だ
。

　「
小
野
先
生
は
、『
４
つ
の
力
』
は
必
ず

含
め
な
く
て
は
い
け
な
い
も
の
で
は
な
い

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
し
、
私
も
そ
の
つ

も
り
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

で
も
、
地
域
に
も
親
し
ま
れ
て
き
た
『
４

つ
の
力
』
を
含
ま
な
い
も
の
に
す
る
こ
と

は
困
難
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

　
議
論
は
生
徒
の
力
に
よ
っ
て
加
速
す
る

こ
と
に
な
る
。
熊
谷
先
生
が
担
当
す
る「
産

業
社
会
と
人
間
」
で
、
地
域
の
他
の
高
校

と
自
校
の
学
び
を
比
較
す
る
活
動
に
取
り

組
ん
だ
生
徒
が
、「
４
つ
の
力
に
は
学
ん
だ

こ
と
を
実
践
す
る
力
が
含
ま
れ
て
い
な
い
」

と
い
う
意
見
を
上
げ
た
の
だ
。

　「
変
化
す
る
社
会
を
生
き
る
生
徒
の
声

を
聞
い
て
、
学
校
も
変
わ
っ
て
い
く
べ
き

な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
」（
熊
谷
先
生
）

　
生
徒
の
意
見
を
聞
い
た
小
野
先
生
は
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
原
案
を
生
徒
に
示
し
て

意
見
を
も
ら
い
、
修
正
を
加
え
た
。
こ
の

よ
う
な
経
緯
を
経
て
、
育
成
を
目
指
す
資

質・能
力
を「
９
つ
の
力
」に
再
定
義
。「
シ

ンM
ikum

a PAS System

」（
Ｐ
．25
図

１
）
と
し
て
、
校
内
外
に
公
開
し
た
。

　
在
校
生
に
と
っ
て
も
中
学
生
に
と
っ
て

も
魅
力
の
あ
る
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み

と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、「
日
田
未
来
学
」

と
「
Ｄ
Ｃ
（
ダ
イ
バ
ー
ス
）
講
座
」
だ
。

　
日
田
未
来
学
は
、
す
べ
て
の
教
科
に
お

い
て
、
年
間
に
一
度
は
地
元
・
日
田
市
を

テ
ー
マ
に
し
た
授
業
を
行
う
と
い
う
も
の

で
、
日
々
の
教
科
で
の
学
び
は
将
来
、
地

域
の
役
に
立
つ
も
の
で
も
あ
る
こ
と
を
生

徒
に
実
感
さ
せ
た
い
と
考
え
た
徳
光
校
長

の
発
案
で
始
ま
っ
た
。

　
例
え
ば
、
地
理
歴
史
・
公
民
科
の
「
日

本
史
探
究
」
で
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い

な
い
日
田
市
の
歴
史
を
考
察
し
、
芸
術

（
美
術
）
で
は
、
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
買
い

た
く
な
る
日
田
市
の
お
土
産
を
考
え
る
な

ど
、
各
教
科
な
ら
で
は
の
切
り
口
で
地
元・

日
田
市
を
学
び
の
テ
ー
マ
と
し
た（
図
２
）。

　
主
幹
教
諭
の
甲か

斐い

浩
一
郎
先
生
は
、
担

当
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
基
礎
」
で
、
生
徒
に

地
域
課
題
に
取
り
組
ま
せ
た
。

　「
高
校
の
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
て
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア

を
グ
ル
ー
プ
で
出
し
合
う
ア
イ
デ
ア
ソ
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
の
中

学
生
を
招
き
、
本
校
の
生
徒
が
メ
ン
タ
ー

と
な
っ
て
中
学
生
に
も
ア
イ
デ
ア
ソ
ン
を

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
を
通
じ
て
、
本
校

の
魅
力
を
伝
え
る
場
も
つ
く
り
ま
し
た
」

　
Ｄ
Ｃ
講
座
は
、
生
徒
の
多
様
な
興
味
・

関
心
に
応
え
る
機
会
と
し
て
、
月
曜
日
と

金
曜
日
の
放
課
後
に
開
講
さ
れ
る
課
外
講

座
だ
。
講
師
は
、
同
校
の
教
師
や
地
域
の

人
が
務
め
る
。
講
座
の
内
容
は
多
彩
で
、

英
語
や
簿
記
の
試
験
対
策
講
座
、
起
業
家

育
成
講
座
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ダ

ン
ス
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
な
ど
、
25
年
度
は

「日田未来学」のテーマ例

科目 タイトル 単元・分野・教材など

数学Ⅰ 日田を盛り上げるために必要なデータ
とは

データの分析

地理総合
日田の観光案内図と地形図を比べてみ
よう

地図とGIS の活用・日常
生活の様々な地図

科学と人間生活
日田で起こった過去の自然災害と、そ
れに対する現在の対策について調べる

自然災害と防災

マーケティング 学校周辺地域の「宝」を探そう
マーケティングの広がり・
観光地マーケティング

※学校資料を基に編集部で作成。

生
徒
の
学
び
を
促
す

多
様
な
機
会
を
つ
く
る

2

26 高校版  2026 February

0-01-5-00016-001 2025 年度 VIEW next 高校版 2 月号 26 頁 ＣＭ
ＹＫ

新
組

01/19
八木

色
校

01/28
八木

念
校

01/30
下村 − −/−

− − −/−
−

P24-27_view-next-koukou-2g.indd   26P24-27_view-next-koukou-2g.indd   26 2026/01/30   10:082026/01/30   10:08



20
の
講
座
を
開
講
。
12
月
ま
で
に
延
べ
約

１
０
０
人
の
生
徒
が
受
講
し
た
。

　
英
語
科
の
藤ふ

じ

竿さ
お

勇
輝
先
生
は
、
大
学
入

試
の
過
去
問
題
な
ど
を
用
い
て
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
演
習
に
取
り
組

む
「
受
験
英
語
対
策
講
座
」
を
担
当
し
た
。

　「
受
講
し
た
生
徒
か
ら
は
『
普
段
の
授

業
よ
り
も
発
展
的
な
内
容
で
や
り
が
い
が

あ
っ
た
』『
自
分
で
も
大
学
入
試
レ
ベ
ル
の

問
題
が
解
け
る
の
だ
と
自
信
が
持
て
た
』

『
英
語
を
使
う
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
た
』と
い
っ

た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
と
て
も
好
評
で
し

た
。
英
語
の
外
部
検
定
試
験
に
高
ス
コ
ア

で
合
格
す
る
生
徒
も
増
え
ま
し
た
」

　
徳
光
校
長
は
、
日
田
未
来
学
と
Ｄ
Ｃ
講

座
が
「
学
び
を
促
す
き
っ
か
け
」
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　「
私
は
就
職
や
進
学
を
控
え
た
３
年
生

と
毎
年
度
面
談
し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
で

必
ず
『
ど
ん
な
学
び
が
で
き
た
ら
、
も
っ

と
学
校
が
楽
し
く
な
る
と
思
う
？
』
と
生

徒
に
尋
ね
ま
す
。
25
年
度
の
Ｄ
Ｃ
講
座
の

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
に
は
、
3
年
生
の
意
見
が

た
く
さ
ん
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
が

自
分
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
、
将
来
に

つ
な
が
る
学
び
を
主
体
的
に
選
択
で
き
る

よ
う
、
総
合
学
科
と
し
て
の
取
り
組
み
を

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
徳
光
校
長
）

　
総
合
学
科
を
設
置
し
て
ま
も
な
く
30
年

と
な
る
時
期
に
大
胆
な
変
革
を
行
っ
た
日

田
三
隈
高
校
。
学
校
説
明
会
で
日
田
未
来

学
や
Ｄ
Ｃ
講
座
に
興
味
を
示
し
た
中
学
生

か
ら
、「
こ
の
講
座
は
来
年
度
も
開
講
す
る

の
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
質
問
が
出
る
な

ど
、
学
校
の
新
た
な
魅
力
は
地
域
に
着
実

に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　「
今
後
も
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
地
域
を
切
り
口
に
生
徒
が
自
分
の

可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
学
校
と
し
て
、
本

校
の
総
合
学
科
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
26

年
度
は
、
校
時
表
の
見
直
し
な
ど
も
進
め

て
教
職
員
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
学
校
に

し
て
い
く
考
え
で
す
」（
徳
光
校
長
）

　
同
校
は
「
自
ら
の
生
き
方
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
」
と
い
う
、
総
合
学
科
設
置
以
来
大

切
に
し
て
き
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
持
つ
。
そ

こ
に
は
、
自
分
は
ど
ん
な
人
間
な
の
か
、

ど
ん
な
生
き
方
を
望
む
の
か
、
そ
の
答
え

を
見
い
だ
す
た
め
に
、
様
々
な
経
験
を
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。

　「
た
く
さ
ん
の
経
験
を
通
し
て
自
分
が

何
者
な
の
か
を
考
え
続
け
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
は
、
本
校
が
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
く
べ
き
教
育
の
根
幹
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
学
校
の
願
い
が

生
徒
に
届
い
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
る
大

切
な
機
会
が
『
30
歳
の
レ
ポ
ー
ト
』
で
す
。

今
、
学
校
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

残
す
べ
き
教
育
活
動
、
受
け
継
ぐ
べ
き
思

い
は
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
、
卒
業
生
の
1
人
と
し
て
強
く
思
い
ま

す
」（
熊
谷
先
生
）

　
総
合
学
科
を
設
置
し
て
「
30
歳
」
を
迎

え
る
同
校
は
、
校
内
で
の
活
発
な
議
論
を

経
て
、
30
年
前
の
活
気
を
取
り
戻
し
、
未

来
へ
向
け
て
大
き
く
踏
み
出
し
た
。
き
っ

と
こ
れ
か
ら
も
、
学
校
と
し
て
の
あ
り
方

を
果
敢
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
は
ず
だ
。

　日田三隈高校を訪問する中で印象的だったのは、
先生方が学校の発展に向けて高い「当事者意識」を
持って取り組まれている点です。総合学科が新設さ
れ、30 年を経る現在も、当初の「育成を目指す 4 つ
の力」の「不易」の部分を先生方の協議のもとで大
切にしながら、時代の潮流を踏まえた「流行」を柔
軟に取り入れていくそのあり方に大きな感銘を受け
ました。教員や生徒の入れ替わりがある中で形骸化
せずに継承していくことは大変なことだと察します。

「シン Mikuma PAS System」は先生方や卒業生一人
ひとりの学校への深い「愛着」と強い「当事者意識」
から生まれる熱い想いがあってこそ実現されるもの
だと感じました。私も担当者として日田三隈高校の
さらなる発展に向けて、先生方との対
話を重ねながら教育理念に沿ったご支
援をさせていただきたいと思います。

今回のテーマに関連する過去の記事は、教育情報総合サイト『VIEW next ONLINE』でご覧いただけます。

2010年６月号　指導変革の軌跡　大分県立日田三隈高校
▶https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article09571/

校
時
表
の
見
直
し
な
ど
、

働
き
方
改
革
も
視
野
に

大分県立日田三隈高校

関連記事はこちら！

株式会社ベネッセコーポレーション九州支社

大分県立日田三隈高校担当 井
い

料
りょう

央
ひ ろ

智
と し

学校への愛情と当事者意識が
不易を守り、流行を創る

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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